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報告事項

（１）農地法第１８条第６項の規定による通知書の受理について

（２）工事進捗状況報告書について

（３）農地の転用事実に関する照会について



議事

（１）議第２１号 農地法第３条の規定による許可処分について

（２）議第２２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請書の審議について

（３）議第２３号 令和７年度農業委員会の農地利用の最適化の推進の状況

その他事務の実施状況について
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開会 午前 ８時５８分

木村議長 それでは、ただいまより寒河江市農業委員会第６回総会を

開催します。

はじめに、総会の成立についてですが、本日の出席者は総

委員数１７名中、出席委員１７名で、在任委員の全委員が出

席しておりますので、総会は成立いたします。

なお、今月は総会に農地利用最適化推進委員９名中、８名

が出席しております。推進委員は、その担当する区域内にお

ける農地等の利用の最適化の推進について、意見を述べるこ

とができますので、申し添えます。

木村議長 次に、「議事録署名委員の選任」ですが、恒例によりまし

て議長に一任いただけますでしょうか。

（「異議なし」の声あり）

木村議長 それでは、１０番大泉委員、１２番原田委員にお願いしま

す。

木村議長 次に、「書記任命」ですが、清野主任にお願いします。

木村議長 次に、「報告事項」ですが、事務局から報告をお願いしま

す。

事務局（事務局長補佐（農地担当）） はい、議長。

木村議長 はい、事務局。

事務局（事務局長補佐（農地担当）） 報告事項につきまして、事務局から報告させていただ
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きます。

（報告事項朗読）

木村議長 ただいまの報告について質問はございませんか。

（発言なし）

木村議長 質問がないようですが、事務局からありませんか。

事務局（事務局長補佐（農地担当）） ありません。

木村議長 それでは、早速議事に入ります。

議第２１号から議第２３号までの議案について一括上程し

ます。

（１）議第２１号 「農地法第３条の規定による許可処分につ

いて」

（２）議第２２号 「農地法第５条第１項の規定による許可申

請書の審議について」

（３）議第２３号 「令和７年度農業委員会の農地利用の最適

化の推進の状況その他事務の実施状況につ

いて」

以上、議第２１号から議第２３号まで、一括上程致します。

木村議長 ここで、先日開催されました事前審査会の報告を求めます。

片桐会長職務代理者、報告をお願いします。

片桐会長職務代理者 はい、議長。

木村議長 はい、片桐会長職務代理者。
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片桐会長職務代理者 １７番、片桐です。

去る６月１７日に開催されました事前審査会の報告を行い

ます。

事前審査会では、今回の総会に係る案件について、各地区

担当委員及び農地利用最適化推進委員による調査結果の報告

に基づく審査をしました。なお、現地調査の案件はありませ

んでした。申請された案件については、すべて異議なしとさ

れたところです。

以上でありますが、各地区における十分な審査をお願いし

まして、事前審査会の報告とさせていただきます。

木村議長 ありがとうございました。

それでは、ただいまから地区審査に入ります。審査時間に

ついては３０分程度としまして、９時３０分までとします。

それでは地区審査の間、暫時休憩とします。

休憩 午前 ９時０２分

再開 午前 ９時３０分

木村議長 それでは、休憩を閉じまして、議事を再開します。

初めに、議第２１号「農地法第３条の規定による許可処分

について」、地区担当委員より、議案の朗読と現地調査の結

果、地区審査の結果の報告をお願いします。

寒河江・南部地区、氏家委員、お願いします。

氏家委員 はい、議長。

木村議長 はい、氏家委員。
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氏家委員 ８番、氏家です。

議第２１号「農地法第３条の規定による許可処分につい

て」、５ページをご覧ください。順位５１番。

（議案書順位５１番朗読）

地図をご覧ください。所在地は市民体育館の西側を１ｋｍ

くらい入ったところの農道を挟んだ２筆の畑になりますが、

現在は雨よけハウスのさくらんぼ畑になっております。ここ

を更地にして桃を栽培する予定となっております。また、も

う一か所はさらに農道を進んだところになりますが、ここは

現在は休耕地となっておりまして、同じくこちらにも桃を植

栽する予定となっております。６月１２日に寒河江・南部地

区の農業委員・推進委員で現地を確認しております。申請ど

おりであれば、特に問題はないと判断してきたところです。

本日の地区審査会でも異議ありませんでした。

以上です。

木村議長 ありがとうございました。

続いて、農地法に基づく許可要件について、事務局から説

明をお願いします。

事務局（事務局長補佐（農地担当）） はい、議長。

木村議長 はい、事務局。

事務局（事務局長補佐（農地担当）） 順位５１番は農地法第３条調査書に基づく調査の結果、

農地法第３条第２項各号には該当しないことが確認されまし

たので、許可要件の全てを満たしていると考えます。
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以上です。

木村議長 ありがとうございました。

これより、質疑に入ります。ただいまの地区担当委員及び

事務局からの説明について、発言のある方は、挙手をお願い

します。

（発言なし）

木村議長 意見がないようですので、採決いたします。

議第２１号「農地法第３条の規定による許可処分につい

て」原案のとおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

（全員挙手）

木村議長 全員賛成ですので、議第２１号は、原案のとおり決定いた

しました。

次に、議第２２号「農地法第５条第１項の規定による許可

申請書の審議について」、地区担当委員より、議案の朗読と現

地調査の結果、地区審査の結果の報告をお願いします。

柴橋地区、後藤委員、お願いします。

後藤委員 はい、議長。

木村議長 はい、後藤委員。

後藤委員 ３番、後藤です。

議第２２号「農地法第５条第１項の規定による許可申請書

の審議について」、７ページをご覧ください。順位１６番。
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（議案書順位１６番朗読）

６月１５日に柴橋地区の農業委員・推進委員で現地確認、

調査してまいりました。所在地は地図をご覧ください。寒河

江から柴橋の方に向かう道路があります。その中間ごろで日

通の営業所の西側の方になります。この場所につきましては、

寒河江スクリーンとレストランあんだんてに挟まれた遊休農

地でありまして、周りには建物が建っているという状況であ

ります。計画のとおりであれば他に何も影響がないというと

いうことで問題ありませんでした。

本日の地区審査でも異議ございませんでした。

以上です。

木村議長 ありがとうございました。

続いて、農地法に基づく許可要件について、事務局から説

明をお願いします。

事務局（事務局長補佐（農地担当）） はい、議長。

木村議長 はい、事務局。

事務局（事務局長補佐（農地担当）） 順位１６番は倉庫建築用敷地への転用申請になってお

ります。申請地は、農用地区域外にあり住宅の用若しくは事

業の用に供する施設が連担している区域内にある農地で、第

３種農地と判断します。第３種農地は原則許可ですので、農

地区分と転用目的は問題ないと考えます。

また、農地転用許可一般基準調査書に基づく調査の結果、

不適な事項はなく、問題ないと考えます。

以上です。
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木村議長 ありがとうございました。

これより、質疑に入ります。ただいまの地区担当委員及び

事務局からの説明について、発言のある方は、挙手をお願い

します。

（発言なし）

木村議長 意見がないようですので、採決いたします。

議第２２号「農地法第５条第１項の規定による許可申請書

の審議について」原案のとおり決定することに賛成の方の挙

手を求めます。

（全員挙手）

木村議長 全員賛成ですので、議第２２号は、原案のとおり許可相当

として、県知事に意見を送付いたします。

次に、議第２３号「令和７年度農業委員会の農地利用の最

適化の推進の状況その他事務の実施状況について」、事務局か

ら報告をお願いします。

事務局（事務局長補佐（総括）） はい、議長。

木村議長 はい、事務局。

事務局（事務局長補佐（総括）） それでは、議第２３号「令和７年度農業委員会の農地

利用の最適化の推進の状況その他事務の実施状況について」

説明させていただきます。

この議案につきましては、令和４年２月２日付けの農林水

産省経営局長通知「農業委員会による最適化活動の推進等に

ついて」において、「農業委員会は、当該記録簿に基づき、最
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適化活動の実施状況及び最適化活動の目標の達成状況につい

て点検・評価し、その結果を公表するとともに、都道府県知

事に報告するものとする」とされていることにより、行うも

のです。

資料の議第２３号「令和７年度農業委員会の農地利用の最

適化の推進の状況その他事務の実施状況について」をご覧く

ださい。令和７年度当初に設定いたしました最適化活動の成

果並びに活動目標に対する実績について記載しております。

１ページをご覧ください。昨年４月１日現在の農業委員会

の体制、本市の農家並びに農地等の概要を「農業委員会の状

況」として記載しております。各数値の説明は省略いたしま

す。

２ページをご覧ください。最初に最適化活動の成果目標と

して掲げております（１）「農地の集積」の中段、③実績につ

いてご説明いたします。令和７年度の活動による年度末累計

集積面積は１,３９３ｈａとなり、前年度より４９．８ｈａの

減となりました。これは集落営農組織２組織の解散があった

ため、これらの組織により管理されていた農地が集積面積か

ら除外となったためであります。これにより、農地面積

２，３４０ｈａに対し集積率５９．５３％となりまして、目

標集積率６２．０％に対し、達成状況９６．０２％で目標ク

リアにはなりませんでした。これにより農業委員会の点検結

果としては、「集落営農組織２組織の解散があり累計集積面積

が減少したため、集積率についても前年度を下回る結果とな

った。解散した集落営農組織が管理していた農地について、

担い手への集積を図る必要がある。中山間地等の条件不利地

については、農業者の減少並びに高齢化のため依然として受

け手が確保できない状況である。」といたしました。

次に（２）遊休農地の発生防止・解消の「既存遊休農地の

解消」についてでございます。３ページをご覧ください。③
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の実績のアのａ 「緑区分の遊休農地の解消」について、令和

７年度の活動による緑区分の遊休農地の解消は０．９７ｈａ

で、１年間の解消目標面積の６．６ｈａに対し、達成状況は

１４．７％でした。④のその他の項目では、令和７年度の利

用状況調査等の実施状況について記載しております。１号遊

休農地の面積は６０．８ｈａ、うち緑区分が２２．６ｈａ、

黄区分が３８．２ｈａとなっており、緑区分から黄区分に移

行となる遊休農地が増えてきております。これにより、点検

結果としまして、「中山間地域の遊休農地の解消が進まず、緑

区分から黄区分に移行となる農地が発生し、新規発生と併せ

て遊休農地が増加している。意向調査に基づく非農地判断等

も含め、所有者への管理等の指導を行う必要がある。」といた

しました。

続きまして、（３）「新規参入の促進」についてです。４ペ

ージをご覧ください。③の実績について、新規参入者への貸

付等について農地所有者の同意を得た面積につきましては、

０．９ｈａで、目標の１．３４ｈａに対して、達成状況は

６７．３％となっております。点検結果は、「新規参入者への

貸付同意の公表制度の認知度が低く、周知方法はじめ、制度

に対する理解や必要性、貸付同意を得るための手段を見直す

必要がある。」といたしました。成果目標につきましては、以

上です。

続きまして、「２最適化活動の活動目標」についてです。

（１）の「最適化活動を行う日数目標」については、令和７

年度から月に１０日と設定しております。（２）の「活動強化

月間の設定」の実績につきましては、令和７年度は②の実績

に記載の３つの取り組み項目で、活動強化月間の設定回数が

５回となりました。内容につきましては、７月の認定新規就

農者の圃場等巡回指導における指導・助言、９月の農地パト

ロール関係の活動、１１月、１月、３月に行った中間管理事
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業の契約会における活動としております。

次に、新規参入相談会への参加についてです。５ページを

ご覧ください。令和７年度は、１２月１５日に新規就農者相

談会が開催され、４名の農業委員及び農地利用最適化推進委

員から参加いただきました。農業委員会の最適化活動の実施

状況及び目標の達成状況につきましては、以上となります。

なお、この活動の結果並びに実績を踏まえ、令和７年度の

農業委員会活動に対する標語を設定することとされておりま

す。お配りいたしました資料１「農業委員会の目標の標語

（令和７年度最適化活動点検・評価）」をご覧ください。評語

の設定に当たっての評価方法、点数について記載しておりま

す。表２の（１）及び（２）の成果目標、活動目標の達成状

況に応じた点数の合計点を表１に当てはめますと、合計点が

７点となりまして、これにより前年度同様でございますが、

表１の「目標に対して期待どおりの結果が得られた」との評

語に該当することとなります。また、農業委員及び農地利用

最適化推進委員の方々の最適化活動につきまして、実施状況、

目標達成状況の点検・評価が義務付けられております。国の

通知により、本来、委員の皆様の活動結果を別紙様式３にま

とめましてお配りしまして、これに基づいて総会において点

検・評価し、様式の所定の枠に評語及び総会で出された意見

を記入し、皆様方に返却することとされておりますが、令和

７年度分の実績取りまとめがまだ完了しておりません。大変

申し訳ございません。早急に取りまとめまして、後日お送り

させていただきますので、点検・評価欄にコメントを記入い

ただき、ご返送いただきますようにお願いしたいと思います。

資料に戻りまして、資料２をご覧ください。個人の評価、

評語の決定につきましては、先ほどと同じく表２の成果目標

及び活動目標の各項目と照らしまして、得られました点数に

基づき評語を決定しております。地区毎の目標並びに成果の
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状況につきまして取りまとめました資料３をお配りしており

ます。資料２の「農業委員等の目標の評語（令和７年度最適

化活動点検・評価）」は、表２の（１）の成果目標の農地集積、

遊休農地の解消、新規参入の促進のほか、活動日数が評価項

目となります。農業委員会全体では令和７年度の１人当たり

の平均活動日数は６日未満でございました。評価項目に対し

ます該当者数は、資料記載のとおりとなります。資料１の農

業委員会の達成状況、資料２の農業委員・推進委員の評価点

の状況、資料３の各地区の実績をご覧の上、この場におきま

して御忌憚のないご意見いただきまして、後日お配りいたし

ます様式３の農業委員会としての評語の部分に記入させてい

ただくご意見をまとめたいと思います。

なお、資料１から３「農業委員会の目標の評語（令和７年

度最適化活動点検・評価）」及び様式３につきましては、総会

終了後回収とさせていただきますので、ご理解、ご協力の程

よろしくお願いします。

以上でございます。よろしくお願いいたします。

木村議長 これより、質疑に入ります。

ただいまの事務局からの説明について、発言のある方は、

挙手をお願いします。

（発言なし）

木村議長 意見がないようですので、採決いたします。

議第２３号「令和７年度農業委員会の農地利用の最適化の

推進の状況その他事務の実施状況について」、原案のとおり決

議することに賛成の方の挙手を求めます。

（全員挙手）
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木村議長 全員賛成ですので、議第２３号は、原案のとおり決議いた

しました。

木村議長 ここで私から事務局と皆さんに意見を求めたいと思います

けれども、今日の総会の報告事項の７８番と８０番で新規就

農者の方がどういう状況で簡単に借りて、解約できるのか、

担当地区の関わった方からまず意見を求めたいと思います。

では、寒河江地区の山田委員。

山田委員 １番、山田です。７８番の○○○君が借りていた樹園地、

さくらんぼですけれども、剪定も消毒もほぼなっていなかっ

たということで、○○○○○さんは８０過ぎたから是非誰か

探してほしいということで。○○○さんの方から畑はどうな

っているのかという確認があったわけです。○君はそっちこ

っちの畑が無剪定、無消毒の状態でありました。○君どうな

んだということで、事情がありまして親から独立していて、

親が同じ地区の○○○○君なんですけれども、親とも会って

こういう状況で○君の方にもきちんと話していただきたいと

率直に申し入れたことがあったわけです。○君からも、一緒

にやっていたパートナーが急遽農業の手伝いを辞めたという

事情で、○君もだいぶ落ち込んでいた時期があったわけです。

精神的に不安定で心配していたんですけれども、消毒も草刈

りもほぼなっていないわけで、寒河江地区の他にもいろんな

地区に農地を借りているということもあって、「今後、○君、

大丈夫か」ということで話した結果ですね、ここは手放すと

いうことで解約に至ったわけです。

木村議長 そのあとここは何かに使うのか。
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山田委員 さくらんぼの畑を解約して、まだ契約が入っていませんの

で、畑をつくっている○○○君が面積を拡大したいと前から

希望があったわけで。枝の方も剪定できていませんでしたの

で、途中ですね、彼が思い切って、何とか今現在、ビニール

もかけています。そういう状況を放っておけなかったわけで

す。１年放っておきますとさくらんぼがならなくなってしま

うので。

木村議長 再起しないのか。

山田委員 ○君ですか。

木村議長 いや、さくらんぼ畑。

山田委員 大丈夫です。○君がその後、若干剪定して、整地して、草

を刈って、ビニールもかけて、きちんと園地の方は整ってお

ります。

木村議長 では、またご指導の方よろしくお願いします。

次の８０番の高松の件についてわかる人。高松地区、影沢

委員ですか。

後藤委員 柴橋ですね。柴橋・高松。

木村議長 柴橋か。柴橋・高松。柴橋で誰かわかる人。後藤委員。

後藤委員 はい。この間、事前審査会で初めて見て私もびっくりした

んですけども、ただこういうふうに○君もそうだし、この件

の○○君もそうなんですけれども、今までどんどん借りてい

て、補助事業だなんだかんだ使ってやっていた。この補助事
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業の要件が、例えば経営面積が２ｈａ以上ないとだめだとか

の要件があって借りざるを得なくて自分の能力以上に借りて

いるんじゃないか、というところに一つ原因があるのではな

いかというふうに思います。この畑については、柴橋の代官

所からちょっと西側に行ったところなんですけれども、ちゃ

んと草は刈ってあるし、ただ果樹園といっても苗木が何本か

植えられているだけで、ただ管理だけはなっている状況です。

今後こういうことが他の新規就農者でも出てくるのでないか

という感じがします。我々も新規就農者というと、あなた作

れ、ここもあなたが作れと。楽なんですよ、一番。解消にも

なるし、楽なんですけど、やっぱりそのへんを今後いろいろ

と検討して、本人とも話し合いながら。それから、その補助

事業を受けるための面積要件とか、そういうのも、もうちょ

っと改善していかないと、こういう件は今後とも増えていく

んじゃないかという感じがしています。

以上です。

山田委員 はい、議長。

木村議長 はい、どうぞ。

山田委員 私、○○君のサポーターになっています。彼は○○○○○

に家を建てたわけですけれども、新規就農した時点で、結構

作付が点々としていたんです。柴橋とか。それで何とか石持

町の団地に集約したいと。だいぶ畑が点々としていたわけで

すから。それで数年前、３年前ですかね、私の石持町の団地、

２反歩さくらんぼを植替えして今現在やっておりますので、

○○君についてはこういった解約もあるわけですけれども、

私が見る限りは管理がきちんとなっている。ただ柴橋の方は

ちょっとわからない。



- 14 -

木村議長 では、今の山田委員と後藤委員の意見を踏まえて事務局で。

日下部補佐。

事務局（事務局長補佐（農地担当）） はい。今の実情の方は実際このままのことです。事前

審査会の方でも話しましたし、会長の方にもお話ししました

けれども、少し新規就農の方、後藤委員も言いましたけれど

も、どんどん借りている方もいらっしゃいますけれども、自

分の家族、労働力もあると思うんですけれども、少し身の丈

に合ったというか、失礼ですけれども、そのへんを知ってい

かなきゃいけないかなと思いますけれども、新規就農の方は

夢や希望を持って寒河江の農業を頑張ろうとしている方でも

ありますし、そことの折り合いを付けながらやっていかなく

ちゃいけないのかなと思っておりますので、皆様の方からも

温かい目で見ていただいて、あと叱責も是非よろしくお願い

したいと思います。

以上です。

木村議長 一番難しい問題だね。今の温かい目で見るというのは。私

も何回も言いますけれども、白岩の方でも新規就農者が途中

でリタイアして、その後の後始末を当時の白岩の農業委員と

高松と柴橋の農業委員にも迷惑をかけて解消したという事例

がありますので、今、補佐が言ったような長い目で見るので

はなく短い目で見て、ダメなもとはダメだ、いいことはいい

と、私はきっぱり区別をつけた方がいいと思いますけれども、

どう思いますか。芳賀委員、どう思いますか。

芳賀委員 大変難しい問題ですね。後藤委員のお話にもあったと思う

んですけれども、自分のキャパ以上になった時には、これは

ダメだねときっぱりと断るというかあっ旋しないという態度
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も必要かなと思います。その一方で日下部補佐が言うように、

夢と希望を持ってというところで、これくらいだったら農業

で暮らしていけないということもあるんだと思います。なの

でこれくらいは必要だというような、このくらいの面積があ

って、売り上げでこれくらいになって、そうしないと農業で

食べていけないというふうなところもあるということなので、

長い目、短い目の間くらいところでいけたらいいなと思いま

す。

木村議長 落としどころは非常に難しいところだと思いますけれども、

農業委員、推進委員の方にもこういった状況は寒河江市だけ

でなく他の県内の農業委員会でもこういった状況はあります。

寒河江市農業委員会からはそういった悪い事例を出さないで、

みんなが夢と希望を持って農業をできるような体制を作って

いきたいなと思いますので、是非皆さんからも同じような地

区での問題がありましたら、情報を共有しまして考えていか

なければと考えております。この件について、私からは以上

ですけれども何かありませんか。

木村議長 以上を持ちまして、本日の総会を終了します。

ご苦労様でした。

閉会 午前１０時００分
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令和８年６月２５日

第 ６ 回 総 会 議 長 木 村 三 紀

議事録署名委員 １０番委員 大 泉 孝 彦

議事録署名委員 １２番委員 原 田 義 人


